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４ 次号は、令和６年３月発行予定です。お楽しみに

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学ぶ・つながる ～公民館事業紹介～

教育委員会の動き

 

教育総務課

☎（ ）

令和５年６月から 月までの間に、定例会を５回開催しま
した。定例会の議事録は、随時、 に掲載していますのでご
覧ください。

今後の教育委員会定例会の予定

◆ 月 日 水 午前９時 分～
◆ 月 日 木 午前９時 分～
◆１月 日 木 午前９時 分～
◆２月 日 木 午前９時 分～
会場：ひかりプラザ２階 ・ 号室
※傍聴可能です。最新の情報は、 から
ご確認ください。

【主な議案】
・令和６年度使用小学校教科用図書の採択について
・国分寺市公民館運営審議会委員の委嘱について ほか

▲開催案内▲議事録

問合せ

問合せ
公民館課（もとまち）

☎（ ）問合せ
公民館課（本多）

☎（ ）

市重要有形文化財（建造物）国分寺楼門
ろうもん

昭和 年 月７日指定

本多公民館と本多図書館に挟
はさ

まれた中庭をご存じですか。以

前は、人の出入りのない中庭で

した。平成 年に「中庭を考え

る講座」を開催し、その講座を

受けて令和 年にテーブルやベ

ンチを置き、お茶を飲んだり、

のんびりと読書ができる空間に

生まれ変わりました。

もとまち公民館では、夏休みに子どもたちの居場所として

「なつやすみゲームスペース」を５日間開催しました。小さい

ときから公民館に親しんでもらおうと、学校ではできないこと

を体験できる、ありのままの自分で楽しむことができる空間づ

くりを目指しました。また、子どもたちといっしょに遊ぶお兄

さんお姉さんには、東京経済大学ボランティアサークル

のみなさんの力をお借りしました。

国分寺市の文化財
 

この講座から、中庭の植栽を担うグループ「中庭サロンの

会」が誕生し、「中庭夏まつり」を公民館と共催で実施してい

ます。

中庭夏まつりは、新しくなった中庭の認知度を高めること

と、親子の思い出に残るイベントを実施するとの思いで行って

います。今年は夏休み期間中の最終日曜日である８月 日に

開催し、中庭と隣りあった部屋を会場にしました。限られた空

間のため、参加者は事前申し込みで 時間の交代制で行いまし

た。室内では、ポップコーン・紙芝居・バルーンアート・ス

トーンペイント、中庭では綿あめ・水鉄砲・しゃぼん玉・スー

パーボールすくいを思い思いに楽しみました。館内のロビーで

は、うれしそうに綿あめをほおばる親子の姿もありました。

「こじんまりした中で工夫があり、本当に楽しかった」「夏

まつりの雰囲気が楽しめた」「とても楽しかったので、ぜひ毎

年行ってほしい」などの意見をいただきました。

炎天下での夏まつりの開催は大変ですが、関わった方々は

「子どもたちの笑顔が見られてよかった」と口々に言っていま

した。これからも、子どもたちの笑顔のために頑張っていきた

いです。

中庭夏まつり なつやすみゲームスペース

～新しくなった中庭と子どもたちの笑顔～ ～もとまち公民館を子どもたちの居場所に～

問合せ ふるさと文化財課 ☎（ ）

医王山最勝院国分寺本堂
いおうざんさいしょういんこくぶんじほんどう

の南側に位置する門で、この寺の入り口にある二階造の門です。楼門とは、一階部分

の下層に屋根がないつくりのものをいいます。建物の柱と柱の間が三間（約 ｍ）奥行きは二間（約 ｍ）

あり、戸が一つある三間一戸
さんけんいっこ

の門です。

門は、伝統的な日本家屋の形である入母屋造
いりもやづくり

（屋根の上部が切妻
きりづま

屋根
や ね

＝屋根の中心線から山形に二方向へ勾配

をつけた屋根、下部が寄棟屋根
よ せ む ね や ね

＝四方向の屋根面をもつ屋根）という構造で、屋根は板金葺
ばんきんぶ

き（銅板を敷き詰め

た屋根）です。

建立年代は不明ですが、彫刻
ちょうこく

の文様は 世紀中頃の特徴を持っています。二階は疑宝珠高欄
ぎぼしゅこうらん

（擬宝珠＝柱の

上にかぶせたネギの花の形をした装飾・高欄＝橋や廊下などに設けた転落防止の柵）付きで、正面中央間には

双折両開桟唐戸
もろおれりょうびらきさんからと

（双折両開＝左右の扉がそれぞれ二つに折りたためるもの・桟唐戸＝縦横に 框
かまち

（枠組）を組

み、その間に薄い板を入れた扉）があり、その両脇には窓の上枠を花形に造った花頭窓
かとうまど

があります。

内部は背面壁に沿って、間口いっぱいに仏像を設け、十六羅漢像
じゅうろくらかんぞう

（仏の命により仏法の守護と人々を導くこと

を託されたとされる 人の羅漢
ら か ん

、現在は ３体）を安置しています。

この門は、前沢村（現在の東久留米市内）領主米津
よねきつ

氏の菩提
ぼ だ い

寺
じ

として、米津出羽守田盛
よねきつでわのかみたもり

によって開かれた

米津寺
べいしんじ

（臨済宗
りんざいしゅう

）の山門でしたが、明治期の火災で寺が焼失した際に寺の再建を果たすため、明治 年

（ ）に国分寺へ売却・移築されました。

大きなスクリーンにテレビゲーム

を映して、みんなでプレイしたり、

ゴロゴロ寝そべりながら持ってきた

ゲームをしたり、トランプやボード

ゲームでワイワイ騒いだり、それぞ

れが自分のペースで過ごすことがで

きたと思います。

ゲームだけでなく、 さんの発案で毎日「わくわく実

験室」を開きました。小学生の社会科見学でも人気の実習室

で、牛乳の周りに氷を詰めて、振って冷やしてアイスクリーム

にしたり、酢やラー油を使って黒ずんだ 円玉をピカピカに

したりしました。

子どもたちからは「ここは最高」「夏休みが終わってもやっ

てほしい」という声と、はじけるような笑顔をたくさん見せて

もらいました。
公民館では夏休みの間、自習室

を開いていますが、勉強とは違う

居場所としての公民館をこれから

も提供していきます。
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掲 載 している情 報 は、今 後 、内 容 等 を変 更 する場 合 があります。最 新 の情 報 は、市 ホームページ又 は担 当 課 へお問 い合 わせください。

発行：国分寺市教育委員会 編集：教育総務課 〒 東京都国分寺市光町一丁目 番地 ☎ ＜市公式ホームページ＞

（年３回発行）

行）もくじ

２ぺージ…国分寺市立第三小学校 高学年にお

ける「教科担任制」の研究

３ページ…放課後子どもプラン活動報告「科学

おもちゃで遊ぼう！」

４ページ…国分寺市の文化財
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問合せ

問合せ
教育総務課

☎（ ）

スクール構想による１人１台のタブレット型端末を導入してから３年目となり、各校では、子どもたちが

主体的・協働的に学び、情報活用能力を高めるための端末の効果的な活用について、実践を重ねているところで

す。このような資質・能力を育むためには、教員の 活用能力を高めることが重要となりますが、教員によっ

て に対して得意、不得意があることも事実です。

そこで、本市では昨年度から、夏季休業期間を利用して、各校の情報教育推進委員会の担当教員が講師とな

り、教員の 実践的活用能力を向上させる研修を実施しています。

学校指導課

☎（ ） （ 活用研修）

☎（ ） （教科書採択）

１人１台端末で変わる教育 ～ 活用研修を通して～

今年度は、導入しているソフトの機能解説や便利な使い方、各教科における活用アイデア、効

率的なワークシート作成方法、委員会や部活動などの授業外における活用等の実践的な研修を実

施しました。参加した教員からは「早速、２学期からの授業に活用したい。」などの声があり、

大変充実した内容となりました。

各校では、参加した教員が還元研修を実施しています。本研修を生かして、子どもたちが端末

を効果的に活用できるよう、さらに楽しく充実した授業づくりをしていきます。

８月 日に開催された

教育委員会定例会におい

て、市立小学校で令和６年

度から４年間使用する教科

用図書を採択しました。採

択の結果は右記のとおりで

す。

※複数学年で継続使用をする教科用図書は、令和５年度までに給

与されているものを継続して使用します。

小学校

教科用図書の

採択結果

令和６～９年度
教科名 種目 発行者名 教科名 種目 発行者名

国語 光村図書出版 音楽 音楽 教育芸術社

書写 光村図書出版 図画工作 図画工作 日本文教出版

社会 教育出版 家庭 家庭 開隆堂出版

地図 帝国書院 体育 保健

算数 算数 東京書籍 外国語 英語 開隆堂出版

理科 理科 大日本図書
特別の教科
道徳

道徳 東京書籍

生活 生活 教育出版

国語

社会

増築校舎の建築工事の様子です。
子どもたちの学習環境に配慮しな
がら、安全第一で工事を進めてき
ました。

小中学校の増築や大規模改修に取り組んでいます！

～安全・安心・快適な学校生活のために～

第七小学校以外にも、現在、複数の市立学校で工事を進めています。市教育委員会では、子どもたちが

安全・安心・快適な学校生活を送ることができるよう、引き続き環境整備に取り組んでまいります。

あ 

七小 増築棟工事の様子

今ある校舎と色づかいを統一
し、一体感のある外観に仕上
げました。差し色の若草色
が、のびゆく子どもたちの生
き生きとした姿を想像させて
くれます。

明るく、広くなった図工室
で、ゆったりと制作に取り組
めます。また、教材や作品を
収納、保管するスペースも設
け、ゆとりある環境で授業が
受けられます。

明るいスペースで読書ができま
す。また、仕切り方を工夫する
ことで、使い方にバリエーショ
ンを持たせられるようにしまし
た。さらに、読み聞かせなどで
使えるような、畳の小上がりス
ペースも備えています。

七小 増築棟完成後 外観 １階 図工室 ２階 図書室

現在、市教育委員会では、学校施設の計画的な改修等に取り組んでおり、今年度も複数の学校で、校舎の増築や大規模な改修を

行っています。このたび、市立第七小学校（本多１ ２ １）の敷地に、図書室と図工室を備えた新たな校舎が完成しました。


